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域
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を

　
　
め
ざ
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全

国
大
会
「
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

会
in
洞
爺
湖
」
（
主
催
同
実
行
委
員

会
＝
委
員
長
菊
谷
秀
吉
伊
達
市
長
）

が
、
10
月
3
日
～
5
日
の
3
日
間
洞

爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
し

て
道
内
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
後
の
地
域
観
光
の
あ
り

方
を
考
え
よ
う
と
洞
爺
湖
周
辺
の
４

市
町
村
や
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
が
実
行
委
員
会
を
作
り
主
催
し
た

も
の
で
、
全
国
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
専
門
家
、
学
者
、
自
治
体
関
係

者
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
、
火
山

や
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た
こ
れ
か

ら
の
観
光
の
あ
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
石
森
秀
三
北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の

基
調
講
演
「
次
世
代
が
拓
く
地
域
の

未
来
」
と
敷
田
麻
実
氏
（
北
海
道
大

学
教
授
）
を
コ
ー
デ
ネ
ー
タ
ー
に
、

来
栖
正
光
氏
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ト

ー
ヤ
専
務
取
締
役
）
、
若
狭
孝
司
氏

（
ワ
カ
サ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
常
務
取
締
役
）、

三
松
三
郎
氏
（
三
松
正
夫
記
念
館
館

長
）
、
岡
田
弘
氏
（
北
海
道
大
学
名

誉
教
授
）
、
小
川
裕
司
氏
（
㈱
洞
爺

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）
の

５
人
に
よ
る
「
洞
爺
湖
の
資
源
価
値

を
活
か
す
観
光
と
は
何
か
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、「
昭
和
新
山
と
有
珠
山

コ
ー
ス
」「
洞
爺
湖
展
望
と
果
樹
園
コ

ー
ス
」「
財
田
・
田
園
と
湖
畔
を
巡
る
コ

ー
ス
」「
伊
達
・
開
拓
の
歴
史
と
文
化
を

た
ど
る
コ
ー
ス
」「
豊
浦
・
噴
火
湾
海
の

恵
の
コ
ー
ス
」
の
五
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
大
会
参
加
者
が
、
ツ
ア

ー
体
験
。
最
後
に
、
全
体
で
報
告
会

を
行
い
、
具
体
的
に
ツ
ア
ー
の
評
価

を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
２
日
間
の
内
容
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
「
火
山
は
資
源
。
ど

う
活
か
す
か
」
「
持
続
可
能
な
資
源

の
保
存
と
活
用
を
考
え
る
」
「
北
海

道
式
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
」「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
課
題
」
「
先
住
民
族
と
エ
コ
ツ
ア

ー
」「
温
泉
学
と
エ
コ
ツ
ア
ー
」の
六

つ
の
分
化
会
を
行
い
、
専
門
家
や
地

元
関
係
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
今
後

の
観
光
の
あ
り
方
な
ど
を
具
体
的
な

体
験
や
活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
や

地
域
住
民
と
活
発
な
論
議
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
分
科
会
の
報
告
を
受

け
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
高
梨
理

事
が
「
地
域
固
有
の
資
源
を
継
続
可

能
な
観
光
と
し
て
活
用
し
、
そ
れ
を

地
域
の
振
興
に
向
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
、
洞
爺
湖
に

関
し
て
も
「
国
内
が
難
し
い
か
ら
海

外
か
ら
呼
べ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
考
え
で
は
な
く
、
洞
爺
湖
な
ら

で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
ホ
テ
ル
の

囲
い
込
み
観
光
で
は
な
く
地
域
全
体

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
と
い
う
発
想

が
必
要
だ
」
と
苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
地
域
住
民
が
自
分
達

の
良
さ
を
、
観
光
資
源
を
、
見
直
す

事
が
大
事
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

培
う
風
土
を
作
ろ
う
」
と
総
括
し
て

３
日
間
の
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

自らの地域資源を育てる
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全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会

　
　
　
　
　
in
洞
爺
湖
開
く

地
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